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道内初！ 文化庁の「日本遺産サポーター大学」に登録 

～日本遺産「鮭の聖地」での継続的、全学的な教育研究活動が評価されました～ 

札幌学院大学（江別市、学長：河西 邦人）は 2024 年 10 月 7 日、文化庁の「高等教育機関における日

本遺産サポーター登録制度」により、道内では初めて「日本遺産サポーター大学」に登録されました。 

2020 年 6 月 19 日、根室市・標津町・別海町・羅臼町の 1 市 3 町は、日本遺産「『鮭の聖地』の物語～

根室海峡 1 万年の道程～」に認定されました。日本遺産とは、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の

文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として文化庁が認定するものです。 

https://www.heritage-of-salmon.com/ （「鮭の聖地の物語」の公式サイト） 

札幌学院大学は 2018 年度から継続して、教員と学生が「鮭の聖地」のフィールドを訪れて調査研究に

取り組んでいます。当初から取り組んでいる「産業調査演習」(経済経営学部経済学科)をはじめ、2024 年

度には人文学部英語英米文学科の専門ゼミナールも調査研究に入りました。同じく経済学科の地域研究プ

ロジェクトでは、2022 年度から 3 年間にわたり「鮭の聖地」の物語が現代に暮らす人びとの仕事と生活に

どのように影響を及ぼしているのかというテーマで、ゼミ調査合宿を実施しています。 

今回の「日本遺産サポーター大学」としての登録は、これら継続的かつ全学的な取組が評価され、鮭の

聖地メナシネットワークの推薦により実現したものです。札幌学院大学では引き続き、日本遺産に係る教

育研究活動の取組をさらに深化させるとともに、取組の状況を対外的に発信するよう努めてまいります。 

【参考 1】高等教育機関における日本遺産サポーター登録制度 

各日本遺産認定地域の協議会と連携し、日本遺産に関する精力的・意欲的な活動を行う高等教育機関を

文化庁において登録し、これを一覧的に把握・公表することで、地域における日本遺産の活用方法に広が

りを与え、さらにシビック・プライド（地域に対する住民の誇りや愛着、地域貢献への意識）の醸成にも

資することを目的とした制度です。以下は、令和６年１０月７日時点で登録済の高等教育機関です。 

登録日 高等教育機関名 推薦協議会 

令和 6 年 6 月 6 日 郡山女子大学短期大学部 日本遺産「一本の水路」プロモーション 協議会 

令和 6 年 7 月 2 日 国立大学法人 岡山大学 三朝町日本遺産活用推進協議会 

令和 6 年 7 月 2 日 公立大学法人 長野大学 上田市日本遺産推進協議会 

令和 6 年 10 月 7 日 札幌学院大学 鮭の聖地メナシネットワーク 

令和 6 年 10 月 7 日 公立大学法人 北九州市立大学 関門海峡日本遺産協議会 

令和 6 年 10 月 7 日 公立大学法人 下関市立大学 関門海峡日本遺産協議会 
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【参考 2】「鮭の聖地」の物語 ～根室海峡一万年の道程～ 

「北海道最東の海、根室海峡。この地では遥か一万年の昔から、絶えず人々の暮らしが続いてきました。

その支えとなったのは、大地と海とを往来し、あらゆる生命の糧となった鮭です。毎年秋に繰り返される

鮭の遡上という自然の摂理の下、当地では人と自然、文化と文化の共生と衝突が起こり、数々の物語と共

に、海路、陸路、鉄路、道路という、根室海峡に続く『道』が生まれます。一万年に及ぶ時の流れの中で、

鮭に笑い、鮭に泣いた根室海峡沿岸。ここはいまも、人と自然、あらゆるものが鮭とつながる『鮭の聖地』

です。」（日本遺産ポータルサイトから） 
https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/stories/story084/ 

【参考 3】地域研究プロジェクトの一環としてのゼミ調査合宿の模様（2024 年 9 月） 

https://www.sgu.ac.jp/faculty/fac-eco_bus/dep-eco/topics/b4ef6l0000001qew.html 

⚫ 「鮭の聖地」のエコミュージアム構想におけるコア施設「標津サーモン科学館」の視察 

  
松浦武四郎の蝦夷地地図 「標津番屋屏風」に描かれた江戸時代末の標津の中心街 

⚫ 標津町生涯学習センター「あすぱる」に調査対象者をお招きしての聞き取り調査 

 

➢ 漁師の奥さん方の集まりで、子どもたちに魚をたくさん食べてほしいと鮭コロッケなどを開発・販売しているしべつ

Amie の方々 

➢ 30・40 代のグループ TOMOS で、仕事の他に何かをして標津の良さを見つけ発信しようとする方々 

➢ 標津の水産加工販売の会社に勤める傍ら標津町観光ガイド協会に所属して来訪者にいくら作り・ホタテの貝剥き体験

のガイドを行っている方々 

➢ 農林水産省で酪農・乳業行政に従事したあと標津町の酪農家と結婚し酪農経営を行いながら酪農民宿を立ち上げた方 

➢ デザイナーでかつカフェと民宿のオーナーでかつ転車台保存会の事務局長 

➢ 姉はサーモン科学館に勤務し妹はスナックを経営している姉妹 

➢ 経済学科の地域研究プロジェクトに的確なアドバイスを下さっているサーモン科学館の副館長 

 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 

教育支援課 経済経営学部係第１係長：松本 matumor@ims.sgu.ac.jp 

新札幌キャンパス 〒004-8666 札幌市厚別区厚別中央 1 条 5 丁目 1-1 

TEL 011-386-8111（代表） 
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